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この社協だよりの発行は、赤い羽根共同募金の支援を受けています

Ｐ 2　特集　きずなシンポジウム
Ｐ 4　赤い羽根共同募金運動が始まります
Ｐ 6　きずなのまちづくり助成団体決定!!
Ｐ 7 　社会福祉基金造成事業のご報告とご案内／社協寄付金
Ｐ 8　ふれあい子育てサロンを紹介します !!
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6
月
21
日
（
土
）、
登
別
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル
に
て
、「
き
ず

な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
一
昨
年
の
大
規
模
停
電
に
よ

る
教
訓
と
「
地
域
の
支
え
合
い
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

及
び
「
町
内
会
福
祉
活
動
実
態
調
査
」
の
結
果
を
踏
ま
え
、
新

た
な
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
推
進
事
業
の
展
開
を
考
え
る

こ
と
を
目
的
に
、
北
星
学
園
大
学
社
会
福
祉
学
部
福
祉
計
画
学

科
教
授
の
岡
田
直
人
氏
に
よ
る
講
演
と
、
3
名
の
方
か
ら
の
実

践
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

“誰もが安心して暮らすための、住民同士の支え合い・助け合い活動”です。

日常的な声かけ・見守り活動や、住民と専門機関の連携により一人ひとりを支える仕組み作りを行っています。

見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
町
内
会
の
多
く
が
、
サ
ロ
ン
活
動
、
防
災
・

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
空
き
家
対
策
、
町
内
会
会
報
を
作
成
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
福
祉
定
例
会
を
通
じ
て
、
緊
急
時
の
連
絡
表
整
備

や
助
け
合
い
チ
ー
ム
等
の
グ
ル
ー
プ
形
成
を
行
う
こ
と
で
見
守
り
活
動
を
実

施
す
る
た
め
の
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
調
査
結
果
か
ら
防
災
・
防
犯
お
よ
び
交
通
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
す
る
な
ど
、
町
内
会
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
や
会
報
作
成
を
行
い
、
地

域
の
情
報
を
伝
え
合
う
熱
意
や
意
識
の
高
ま
り
に
、
見
守
り
活
動
の
実
施
を

取
り
巻
く
町
内
会
の
持
つ
強
さ
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

きずなシンポジウム

新たな「小地域
ネットワーク活動推進事業」の展開

見
守
り
実
施
町
内
会
は
強
い
‼

大
切
な
の
は

「
実
践
」
と
「
連
携
」

小地域ネットワーク活動とは…？

特
集

講 演
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
　
　
　
結
果
報
告
‼

地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
視
点

〜
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
か
ら
考
え
る
〜
」

　
　
　

北
星
学
園
大
学　

社
会
福
祉
学
部　

福
祉
計
画
学
科　

 

教
授　

岡　

田　

直　

人　

氏
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「一人ひとりの命を守る世帯把握と情報伝達の課題と成果」

　町内会全体の約43％が高齢者の

ため、災害弱者名簿を作成して、

各役員に配布し把握してもらって

います。地域包括支援センター等

とも連携し情報を共有していれ

ば、早い段

階で対応が

できます。

　町内会であった実例から情報を

把握し、活用しながら行う見守り

活動、町内会役員と民生委員との

懇談会の開催、町内会での配布物

の一部を民生委員で受け持つこと

などを行っています。今後も工夫

しながら

活動を推

進したい。

　福祉サービスを利用することに
より、地域の支援者が遠のいてし
まうことが課題です。元気なうち
から地域や専門機関とつながる意
識を持つことで、専門機関に早期
連絡する仕組みづくりや、支援を
必要とする人が再び地域とのつな
がりを取り戻せ
ることにつなが
ると思います。

見
守
り
活
動
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
町
内
会
に
お

い
て
は
、
役
員
や
関
係
者
が
サ
ロ
ン
な
ど
に
参
加
し

て
顔
な
じ
み
を
つ
く
る
こ
と
や
、
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
福
祉
活
動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
日
ご
ろ
の
小

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
を
充
実
さ
せ
、
災
害
時
の

安
否
確
認
に
も
活
か
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

実
施
す
る
前
に
多
く
の
問
題
が
あ
る
か
ら
行
え
な

い
と
言
わ
ず
に
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
質
に
こ
だ
わ
ら
ず
実
践
し
て
い
く
中
で
ノ
ウ

ハ
ウ
を
つ
か
み
、
そ
の
あ
と
か
ら
必
要
な
こ
と
を
検

討
し
て
い
き
、
で
き
そ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
活
動
の
内

容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
と
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

見
守
り
活
動
の
実
施
や
検
討
を
専
門
職
や
機
関
と

連
携
し
て
い
け
ば
、
活
動
が
容
易
に
な
る
と
期
待
さ

れ
ま
す
が
、そ
の
際
に
は
、両
者
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
存
在
が
き
わ
め
て
重
要
で
す
。

町
内
会
の
組
織
と
登
別
市
の
福
祉
の
専
門
職
・
機

関
が
出
会
う
機
会
を
設
け
る
に
も
、
両
者
を
引
き
合

わ
せ
る
調
整
を
す
る
人
が
決
め
ら
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。
関
係
者
を
引
き
合
わ
せ
る
と
地
域
の
支

え
合
い
が
、
町
内
会
や
専
門
職
だ
け
で
す
る
必
要
も

な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
な
と
こ
ろ
を
生
か
し

て
負
担
を
軽
く
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
２
つ

が
結
び
つ
く
こ
と
で
、
お
も
し
ろ
い
活
動
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
は
行
動
か
ら

町
内
会
と
専
門
機
関
の
仲
介
役
を

シンポジウム

世帯把握と情報伝達のあり方

鷲別６丁目町内会
　会長　川島　芳治 氏

町内会と民生委員の連携の工夫

中央西地区民生委員
　　　　児童委員協議会
　会長　太田　　通 氏

専門機関と町内会の
 連携の課題と可能性
登別市地域包括
　支援センターけいあい
センター長　西島　智恵 氏

アンケー
ト

結果の

Q.地域支え合い活動に期待する事は?

Q.地域支え合い活動上の困り事は？

１．情報を共有し合える場づくりの支援
２．専門機関との調整や連携
３．ふれあいサロン活動などの支援

見守り活動を 回答が多かった項目

行っている方 これからも続けていかなければならないのか不安

行っていない方 どのように活動していいかわからない
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今年も赤い羽根共同募金運動が、10月から始まります。
12月までの 3ヵ月間、戸別募金をはじめ様々な方法で募金活動が
行われます。

わくわく広場のぼりべつ2014（イベント募金）

年
間
を
通
し
て
市
内
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
お
い
て
ブ
ー
ス
を
設
け
て
共
同
募
金
Ｐ

Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

全
市
的
な
イ
ベ
ン
ト
か
ら
町
内
会
・
商

店
・
企
業
、
団
体
等
の
身
近
な
イ
ベ
ン
ト

や
行
事
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
の

ぼ
り
旗
や
風
船
、
募
金
箱
等
を
設
置
い
た

だ
き
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

各
種
資
材
の
貸
出
も
可
能
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
地
域
で
も
設
置
が
可
能
で
し
た

ら
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
地
域
で
イ
ベ
ン
ト
募
金

登
別
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
へ
の

助
成
か
ら
、小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
、

地
域
で
の
サ
ロ
ン
活
動
等
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
主
体
的
に
取
り
組
む
様
々
な
地
域
福

祉
活
動
へ
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

登
別
の
福
祉
活
動
へ
の
助
成

市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
く
寄

付
金
の
約
７
割
が
登
別
の
福
祉
活
動
に
、

約
３
割
が
全
道
規
模
の
広
域
的
な
福
祉
活

動
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

募
金
の
使
い
道

期間　10月 1 日～12月31日まで 目標額 ７，１００，０００円

赤い羽根共同募金運動が始まります
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①
家
庭
を
対
象
と
し
た
「
戸
別
募
金
」

②
通
行
人
を
対
象
に
運
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る

　
「
街
頭
募
金
」

③
企
業
を
対
象
と
し
た
「
法
人
募
金
」

④
個
人
を
対
象
と
し
た
「
篤
志
家
募
金
」

⑤
従
業
員
を
対
象
と
し
た
「
職
域
募
金
」

⑥
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
、

　

福
祉
教
育
を
目
的
と
し
た
「
学
校
募
金
」

⑦
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
「
イ
ベ
ン
ト
募
金
」

　

そ
の
他
に
も
募
金
箱
の
設
置
等
、
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
で
き
る
カ
タ
チ
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

商品売り上げの一部が募金
へとつながる自動販売機は、
現在市内 2ヵ所に設置されて
います。皆さんの身近なとこ
ろでも設置が可能ですので、
法人・企業の皆さん、自動販
売機新規設置の際はぜひご相
談ください。

赤い羽根共同募金には北
海道の福祉活動推進への貢
献を目的に運動を応援して
くれるサポーターがいます。

※登別で活動する地元のスポーツ団体・少年団・サー
クル等からの赤い羽根サポーター宣言もお待ちし
ております！

登別市共同募金委員会　電話：88-0860 FAX：88-4546お問合せ先
※法人・企業による募金（寄付）の取扱いについて
共同募金は、税制上、国や地方公共団体と同じように、寄付に対する優遇措置の対象団体となって
います。法人・企業が共同募金に寄付をすると、その全額を損金の額に算入することができます。
これは共同募金に対する寄付が財務省からの指定寄付金として認められているからです。

※この助成は市内で集められた赤い羽根共同募金の約 3割（全
道規模の広域的な福祉活動等に活用される財源）から助成を
受けて実施された事業です。

さ
ま
ざ
ま
な
募
金
方
法

～募金型
 自動販売機～

新たな募金の
カタチ

あなたも

地域の応援サポーター
 になりませんか？

登別のまちが好き、 だから、 ずっと住み続けたいまち。

そんな気持ちを、 支えるしくみが赤い羽根。

たくさんの人々のやさしさが、 共同募金を支えています。

じぶんのまちを良くする活動が、

　　　　　　　　もっと、 もっと、 元気になるように

　　共同募金は、 民間の福祉活動を応援します。

登別市社協では町内会の地域福祉活動を応援
する取り組みのひとつとして、共同募金の財源
を活用した「きずな赤い羽根テント助成事業」
実施しています。この度、市内の 6町内会がテ
ント購入費の半額の助成を受けて赤い羽根テン
トを購入しました。今後、町内会の祭典事業や
防災訓練等の場面で活躍する予定です！

『 北海道日本ハムファイターズ （野球）』『 コンサドー

レ札幌 （サッカー）』『 エスポラーダ北海道 （フットサル）』

『 レバンガ北海道 （バスケット）』『 初音ミク』 等

Picku
p! 赤い羽根テントを

助成しました！

※法人・企業による募金（寄付）の取扱いについて
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登別ブラインドボランティアの会は、視覚障がい者と共にガイド
ヘルプ活動やガイドヘルプ方法についての講習会を市内各施設・小
学校で行っています。一人でも多くの方が視覚障がいについて理解
し、地域で生活されている視覚障がい者の社会参加とノーマライ
ゼーションを目指し活動しています。市民の皆さんの温かい想いが
こもった助成金は大切に使わせて頂き、活動を通して地域に還元し
ていきたいと思います。

登別市地域福祉実践計画「きずな」に
基づき、登別市社協と共に福祉のまちづ
くりに積極的に取り組む団体に対し、共
同募金の支援による助成を行っていま
す。今年度は31事業29団体への助成が決
まりました！

登別ブラインドボランティアの会

きずなの
まちづくり助成
団体決定！！

登別視力障害者協会（視力障がい者への理解を深める啓蒙事業／60,000円）、登別市障害者福祉関係団
体連絡協議会（年間活動を通した障がいについての啓発、ボランティア育成、 7 団体交流社会見学事業
／60,000円）、登別肢体不自由児者父母の会（肢体不自由児への理解と地域参加を図るための交流事業／
33,000円）、障がい児親子の会ぽぽくらぶ（障がい児者の理解を深めるための会員と市民の交流事業／
45,000円）、おはなしりぼん（地域における読み聞かせ活動を通しての交流、子育て支援事業／32,000円）、
登別手話の会（手話講習会開催事業／39,000円）、登別市手をつなぐ育成会　学童部（知的・発達障がい児
の社会参加と余暇活動及び親との交流会事業／15,000円）、登別市手をつなぐ育成会　本人会（知的・発達
障がい者の社会参加とサポーター育成事業／20,000円）、バリアフリーネットワークつばさの会（障害者へ
の理解を求め、市民との絆を深めるバリアフリー実践学習事業／47,000円）、おはなしぽけっと（読み聞か
せを通して、障がい者（児）との親睦を図る事業／14,000円）、室蘭・登別心身障がい者職親会（室蘭・登
別心身障がい者職親会活動事業／50,000円）、心身障害児（者）と共に歩む会　ひまわりクラブ（「男の子
の母親のための勉強会」と創作活動事業／20,000円）、登別聴覚障がい者懇談会（市民対象手話学習会事業
／15,000円）、登別市食生活改善推進員協議会（地域における栄養教室事業／34,000円）、登別更生保護女
性会（犯罪予防の考え方を普及・啓発する事業／54,000円）、登別市連合町内会（安心で安全なまちづくり・
自主防災活動を通したきずなづくり推進事業／100,000円）、NPO法人ライフサポート（“鬼まつり”キャン
ドルフェスティバルによる世代間交流事業／30,000円）、ボランティア花つなの会（心と身体の健康に役立
つ料理教室事業／14,000円）、登別朗読ボランティアの会（視力障害者の日常支援事業／70,000円）、布の
絵本ボランティアの会（布の絵本・遊具制作事業／45,000円）、登別市点訳赤十字奉仕団（点訳サービス事業、
初心者点訳講習会事業、点字指導出前講習事業、点訳研修会事業／60,000円）、パソコンボランティアプラ
ザ登別（障がい者及び高齢者へのパソコンサポート事業／65,000円）、登別ブラインドボランティアの会（視
力障がい者のガイドヘルプ支援事業／33,000円）、特定非営利活動法人 ゆめみ～る（配食・見守り事業／
80,000円）、ハンズメイト（介護衣類のリフォーム事業／37,000円）、サウザント・パワー（オカリナコンサー
ト事業10,000円）、登別ノルディックウォーキング愛好会（ノルディックウォーキングを通した健康推進事
業／15,000円）、登別整膚ボランティア会（整膚の施術や講座開催による健康維持・増進のボランティア事
業／15,000円）、鷲別子ども見守りたい（鷲別地区子ども見守り事業／10,000円）、登別市連合町内会（町
内会におけるきずなづくり推進事業／100,000円）、在宅福祉ボランティア　とわの会（在宅福祉ボランティ
ア事業／25,000円）

平成26年度きずなのまちづくり助成団体 （事業名／助成額）

助成団体からのメッセージ

総額　1,247,000円
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受領年月日 寄付者名 寄付の目的 寄付金額

26.4. 7 鳥居　一頼 母親の逝去に伴い生前賜りましたご厚情への感謝の意を込めて社会福祉のために 50,000
26.4.11 登別中学校生徒会 １年間の「毎月１円募金」活動を通じて集まった募金を社会福祉のために 5,792
26.4.15 室蘭民報　中部支社 新聞広告料の一部を社会福祉のために 30,000
26.4.23 わしこうＤ愛好会 第 5回ダンスパーティーでの益金を社会福祉のために 10,000
26.4.24 貴泉堂 愛の小箱 15,088
26.5. 8 匿名 パソコン講師活動の謝金を社会福祉のために 60,000
26.5.16 いずみ亭 愛の小箱 25,686
26.6.18 仲良し会 仲良し会チャリティー発表会の益金の一部を社会福祉のために 20,000
26.5.24 国際ソロプチミスト登別 チャリティーコンサート「愛のうたの夕べ」の益金の一部を社会福祉のために 30,000
26.5.26 水口　清 第 1回評議員会の費用弁償を社会福祉のために 1,120
26.5.28 イオン北海道㈱イオン登別店 イオン幸せの黄色いレシート　プロジェクター購入のため 45,700
26.5.29 辻　勲 共募第１回評議員会の費用弁償を社会福祉のために 1,020
26.6. 2 匿名 テント一式を借用したお礼の意を込めて社会福祉のために 10,000
26.6.15 日本アマチュア歌謡連盟ＮＡＫ室蘭支部 ＮＡＫ室蘭＆舛甚 3兄弟カラオケ大会の益金を社会福祉のために 30,000
26.6.15 登別中央飲食店組合 チャリティーゴルフ大会の益金の一部を社会福祉のために 40,000
26.6.21 岡田　直人 きずなシンポジウムの謝金の一部を社会福祉のために 4,000
26.6.24 匿名 仲間内で募った寄付金を社会福祉のために 48,282
26.6.27 日本工学院北海道専門学校しん灸科 学校祭で行ったデモンストレーションの際に募った寄付金を社会福祉のために 45,927
26.7.16 匿名 テント 2張借用のお礼の意を込めて社会福祉のために 10,000
26.7. 7 幌別地区ビールパーティー ビールパーティー会場での愛の小箱 1,272
26.7.22 第一観光事業 愛の小箱 6,249
26.7.25 いずみ亭 愛の小箱 22,094
26.7.30 わしこうＤ愛好会 第 6回ダンスパーティーでの益金を社会福祉のために 10,000

社協寄付金 （平成26年4月1日～平成26年7月31日） （敬称略／単位：円）

収益は、市民とともに進める地域福祉活動の財源として活用されます。

益　金
登別地区 １６９，０５４円
幌別地区 ４４６，５７２円
鷲別地区 ２３３，０８２円
合　計 ８４８，７０８円

日　時　・　場　所

登別地区
10月18日（土）　16：30～

婦人センター

幌別地区　
12月 6日（土）　13：30～
登別市民会館　大ホール

鷲別地区
10月11日（土）　17：00～

鷲別公民館

平成25年度 平成26年度　予定

昭和44年に歳末たすけあい運動の一環として始まりました。

前号社協だより（2014.6.1　第118号）平成25年度社協会員のご紹介ページにおいて
「自治労登別市職員労働組合（10口）」　の掲載漏れがありました。
心よりお詫び申し上げます。

たすけあいの心の高揚とふれあいの輪を広げるための交流事業
社会福祉基金造成事業のご報告とご案内

心のこもったあたたかい
善意、 誠に

ありがとうございます！

チャリティー市民演芸会

〈掲載漏れのお詫びについて〉
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「お子さんには目いっぱい遊べる場を、保護者の方にはリラックスできる場を提供しています♪」
「夏には外で流しそうめん、 冬にはクリスマス会などイベントも充実しています(^^)」

「赤ちゃんを連れて行っても、 子守をしてくれるので、 ゆったり過ごすことができています(*^_^*)」
「アパート暮らしのため、 子供たちが走りまわることが難しいので、 サロンで思い切り遊ばせています♪」

運営者の声

参加者の声

好評につき開催日倍増＆会場変更！
お子さんのお誕生月には
嬉しいプレゼントも (#^.^#)

登別で一番新しい子育てサロン！
お昼もはさむので

気軽にプチママ友会を開きませんか?

ほぼ毎日、 自由に使えるサロン！
食堂でご飯を食べるのも

魅力ですね(^_^)

１１月で５００回を迎える
ベテランサロン！　子育ての
大先輩がお待ちしています♪

子育てを
地域で

応援!#
子育てサロンを紹介します！！

ふれあい

道営住宅 であえ～るはまなす
（栄町１-１０-２４）

いぶりたすけ愛 ともかな内登別子ども劇場事務所
（桜木町３-２-１６）

地域食堂 ゆめみ～る
（幌別町５-１８-１）

こぶしの家
（柏木町４-２４-８）

日　時 日　時

日　時日　時

会　場 会　場

会　場会　場

毎月第１月曜日・第３金曜日 （年末年始除く）
１０：００～１２：００

毎週月・金曜日（年末年始除く）
１０：３０～１３：００

毎週木曜日（年末年始除く）
１０：００～１２：００

毎週月～土曜日（不定休）
１５：００～１７：００

子育てサロンは、 0～ 3歳くらいのお子さんが集まるふれあいの場です(^_^)
申込み・参加費不要‼　気軽に遊びに行ってみませんか？

 ※会食などの時は参加費がかかる場合があります(..)

「いろんなおもちゃで遊ばせたい」「遊び友達を作ってあげたい」「息抜きがしたい」
など理由はなんでもいいです！まずは一度お気軽にご参加を！(*^^)v

ご不明な点がありましたら社協 ・地域福祉課まで （88-0860）ご不明な点がありましたら社協 ・地域福祉課まで （88-0860）ご不明な点がありましたら社協 ・地域福祉課まで （88-0860）ご不明な点がありましたら社協 ・地域福祉課まで （88-0860）ご不明な点がありましたら社協 ・地域福祉課まで （88-0860）ご不明な点がありましたら社協 ・地域福祉課まで （88-0860）ご不明な点がありましたら社協 ・地域福祉課まで （88-0860）ご不明な点がありましたら社協 ・地域福祉課まで （88-0860）ご不明な点がありましたら社協 ・地域福祉課まで （88-0860）ご不明な点がありましたら社協 ・地域福祉課まで （88-0860）ご不明な点がありましたら社協 ・地域福祉課まで （88-0860）

と～ます

どんぐり
コロコロ

登別子ども劇場
登別子ども劇場
登別子ども劇場
登別子ども劇場
登別子ども劇場ぴよぴよ

フレンド

いかが
でしたか？


